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◎平成25年度税制改正の提言

法人会全国大会で㌀㌀㌀㌀㌀㌀�

◎本部と支部が一体となって推進

会員増強活動㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀�



相
続
税
の
見
直
し
⑥
共
通
番
号
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
＝
税
務
情
報

な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め

の
適
切
な
法
整
備
︵
ほ
か
�
項
目
︶

続
い
て
同
委
員
長
は
Ⅱ
経
済
活

性
化
と
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て

以
下
の
三
つ
の
点
に
つ
い
て
触
れ

①
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
＝
法
人

実
行
税
率

％
以
下
の
早
期
実
現

30

︵
ほ
か
�
項
目
︶
②
事
業
承
継
税

制
の
拡
充
＝
相
続
税
、
贈
与
税
の

納
税
猶
予
制
度
に
つ
い
て
要
件
緩

和
と
充
実
︵
ほ
か
�
項
目
︶
③
中

小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制

措
置
＝
役
員
給
与
の
損
金
算
入
の

拡
充
︵
ほ
か
�
項
目
︶
を
報
告
し

た
。ま

た
、
そ
の
他
と
し
て
、
国
と

地
方
の
あ
り
方
と
し
て
＝
広
域
行

政
に
よ
る
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
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金
田
達
明
全
法
連
税
制
・
税
務
委

員
長
︵
東
法
連
副
会
長
︶
が
平
成

年
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
の

25趣
旨
報
告
が
行
わ
れ
た
。

同
委
員
長
は
、
ま
ず
基
本
的
な

課
題
と
し
て
、
Ⅰ
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
の
今
後
の
あ
り
方
を

掲
げ
、
以
下
の
五
つ
の
点
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

①
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基

本
的
考
え
方
＝
給
付
の
重
点
化
・

効
率
化
。
そ
の
際
は
﹁
自
助
﹂﹁
公

助
﹂
と
い
う
基
本
的
理
念
を
基
に

役
割
分
担
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

︵
ほ
か
�
項
目
︶
②
消
費
税
引
き

上
げ
に
伴
う
対
応
措
置
＝
景
気
へ

の
配
慮
が
必
要
︵
ほ
か
�
項
目
︶

③
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
＝
聖

域
な
き
歳
出
削
減
の
徹
底
化
︵
ほ

か
�
項
目
︶
④
行
政
改
革
の
徹
底

＝
国
・
地
方
に
お
け
る
議
員
定
数

と
歳
費
の
削
減
︵
ほ
か
�
項
目
︶

⑤
今
後
の
税
制
改
革
の
あ
り
方
＝

法
人
税
率
引
き
下
げ
、
所
得
税
、

平
成

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

25

[総
論
]

待
っ
た
な
し

国
・
地
方
と
も
聖
域
な
き
行
財
政
改
革
の
断
行
を
！

活
力
あ
る
経
済
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

抜
本
的
な
税
制
改
革
を
！

[震
災
復
興
]

予
算
の
迅
速
な
執
行
な
ど
、

万
全
な
体
制
に
よ
り
被
災
地
の
早
期
復
興
を
！

[所
得
税
]

所
得
税
は
広
く
薄
く
負
担
を
求
め
、

努
力
し
た
人
が
報
わ
れ
る
税
制
の
構
築
を
！

[法
人
税
]

わ
が
国
企
業
の
国
際
競
争
力
確
保
の
た
め
に
も
、

さ
ら
な
る
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
を
！

[事
業
承
継
税
制
]

地
域
の
活
性
化
・
雇
用
確
保
に
資
す
る
た
め
に
も
、

欧
米
並
み
の
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
を
！

[消
費
税
]

増
税
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

徹
底
し
た
歳
出
削
減
の
実
施
を
！

[地
方
税
関
係
]

地
方
分
権
の
推
進
の
た
め
、

三
位
一
体
改
革
の
更
な
る
徹
底
を
！

[そ
の
他
]

年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
に
つ
い
て
改
革
を
断
行
し
、

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

法
人
会
全
国
大
会
が

月

日

10

11

㈭
に
北
海
道
釧
路
市
の
釧
路
市
民

文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
�
千
人
の
会
員
が
参
加

し
た
。

大
会
で
は
、
ま
ず
慶
應
義
塾
大

学
法
学
部
の
片
山
善
博
教
授
が

﹁
地
方
の
再
生
と
日
本
の
将
来
﹂

と
題
し
講
演
し
た
。

続
い
て
の
式
典
で
は
、
池
田
弘

一
全
法
連
会
長
の
主
催
者
挨
拶
、

古
屋
一
之
国
税
庁
長
官
、
高
橋
は

る
み
北
海
道
知
事
、
蝦
名
大
也
釧

路
市
長
ら
の
来
賓
祝
辞
に
続
き
、

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
の

今
後
の
あ
り
方

法
人
会
全
国
大
会
で
提
言

提言の趣旨を報告する金田委員長

当会の参加者

①
道
州
制
の
導
入
に
つ
い
て
の
検

討
②
震
災
復
興
＝
被
災
地
に
お
け

る
企
業
の
定
着
、
他
地
域
か
ら
の

企
業
誘
致
の
促
進
、
雇
用
確
保
の

観
点
な
ど
か
ら
、
原
発
の
対
応
を

含
め
て
、
引
き
続
き
適
切
な
支
援

措
置
を
求
め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

同
大
会
に
は
当
会
か
ら
も
、
松

本
会
長
、
野
地
副
会
長
、
三
浦
副

会
長
、
安
中
税
制
委
員
長
、
野
﨑

理
事
、
中
村
専
務
が
出
席
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
の
平
成

年
25

度
税
制
改
正
の
提
言
事
項
は
今
後
、

全
法
連
、
県
連
、
単
位
会
そ
れ
ぞ

れ
に
地
元
選
出
の
国
会
議
員
や
関

係
機
関
に
対
し
て
陳
情
活
動
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。



れ
に
つ
と
め
た
結
果
、
団
結
力
が

醸
成
さ
れ
会
員
増
強
活
動
の
成
果

に
つ
な
が
っ
た
﹂
と
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
、
大
島
地
区
全
支
部
長

の
合
意
の
う
え
、
同
地
区
の
会
員

増
強
重
点
支
部
と
な
っ
た
大
島
第

�
支
部
の
堀
口
支
部
長
か
ら
﹁
当

支
部
は
�

ブ
ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
代
表
者
の
方
々
と
連
絡

協
調
を
は
か
り
な
が
ら
、
効
果
的

な
方
法
に
よ
り
会
員
増
強
活
動
を

進
め
て
い
く
﹂
と
決
意
を
力
強
く

述
べ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
談
会
で

は
冒
頭
、
本
年
度
の
会
員
増
強
目

標
数
の
達
成
を
祈
念
し
て
、
出
店

副
会
長
の
発
声
に
よ
り
威
勢
良
く

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
た
の

ち
、
本
部
、
支
部
、
部
会
各
役
員

が
会
員
増
強
目
標
数
達
成
に
む
け

て
意
見
交
換
等
交
流
を
は
か
っ
た
。

▼
本
年
の
年
末
調
整
等
説
明
会
は
、

下
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
説
明
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

平
成
二
十
四
年
分
年
末
調

整
の
し
か
た

�

給
与
支
払
報
告
書
の
記
載

の
し
か
た

�

法
定
調
書
記
載
の
し
か
た

�

質
疑
応
答

▼
年
末
調
整
等
説
明
会
開
催
の
ご

案
内
書
類
の
中
に
は
、
源
泉
所

得
税
の
納
付
書
が
一
年
分
同
封

し
て
あ
り
ま
す
︵
納
付
書
の
送

付
に
つ
い
て
﹃
不
要
﹄
と
選
択

し
た
者
を
除
く
︶
の
で
、
印
字

さ
れ
た
住
所
・
名
称
を
ご
確
認

の
う
え
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
調
整
関
係
の
諸
用
紙
は
、

同
封
の
請
求
書
に
ご
記
入
の
う

え
、
受
付
に
提
出
し
、
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
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続
い
て
、
鯨
岡
組
織
担
当
副
会

長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
た
佐
藤
江
東
東
税
務
署
長
、

矢
部
東
京
税
理
士
会
江
東
東
支
部

支
部
長
の
両
氏
か
ら
当
会
の
会
員

増
強
活
動
に
対
す
る
激
励
の
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
細
谷
組
織
委
員
長
か

ら
、
本
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て
、

会
員
増
強
月
間
は
�
月
～

月
ま

12

で
と
し
、
増
強
目
標
数
は

社
と

90

す
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策

の
説
明
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
、
法
人
会
の
福
利
厚

生
制
度
受
託
会
社
で
あ
る
大
同
生

命
の
渡
邊
東
東
京
支
社
長
か
ら
同

社
と
し
て
の
会
員
増
強
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
の
後
、
昨
年

度
の
会
員
増
強
活
動
の
実
践
報
告

に
つ
い
て
澤
田
北
砂
第
�
支
部
長

か
ら
﹁
�

年
前
に
支
部
長
を
引
き

受
け
た
が
、
支
部
運
営
・
活
動
に

つ
い
て
は
、
支
部
役
員
と
の
意
思

疎
通
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

�
月

日
㈭
に
ア
ン
フ
ェ
リ
シ

20

オ
ン
で
本
部
役
員
、
支
部
長
及
び

支
部
幹
部
、
各
部
会
幹
部
な
ど
90

名
が
参
加
し
て
支
部
長
会
︵
会
員

増
強
決
起
大
会
︶
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
松
本
会
長
が
﹁
増
強
目

標
数
達
成
の
た
め
に
、
従
来
に
も

ま
し
て
本
部
、
支
部
が
連
携
を
密

に
し
て
組
織
を
あ
げ
て
会
員
増
強

活
動
に
臨
む
﹂
と
挨
拶
さ
れ
た
。

本
部
と
支
部
が

一
体
と
な
っ
て
推
進

会
員
増
強
活
動

支
部
長
会

目標達成「ガンバロー！｣

挨拶する

松本会長

年
末
調
整
等
説
明
会

今
年
も
年
末
調
整
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

説
明
会
に
出
席
し
て
誤
り
の
な
い
事
務
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

大島・北砂
南砂・新砂

用紙配布
午後�時00分〜�時45分
説 明 会
午後�時45分〜�時45分

江東区カメリアプラザ
�階 カメリアホール
江東区亀戸�−19−�

※駐車スペースがありま
せんので、お車でのご
来場はご遠慮ください。

亀戸・東砂

用紙配布
午前�時30分〜10時00分
説 明 会
午前10時00分〜12時00分

11月16日㈮

説 明 会 場地域別等開 始 時 間開催月日

年末調整等説明会日程表
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活動方針を説明する細谷委員長

会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣



法

条
の
�
に
﹁
必
要
が
あ
る
と

74
き
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
非
常
に
曖

昧
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
最
高

裁
の
判
決
で
も
、
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
の
で
、
結
果
と
し
て
税
務

署
の
判
断
に
よ
り
調
査
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

実
際
の
調
査
で
は
、
様
々
な
状

況
が
発
生
し
て
お
り
、
書
き
損
じ

な
ど
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
要
因
で

あ
っ
た
り
、
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
に
よ

り
、
い
ろ
い
ろ
と
判
明
し
た
こ
と

も
あ
る
。
た
と
え
ば
外
部
で
の
会

議
費
な
ど
は
、
会
議
を
し
て
い
れ

ば
よ
い
訳
で
は
な
く
、
会
議
可
能

な
場
所
や
状
況
に
よ
っ
て
は
否
認

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
他
、
場
合
に
よ
っ
て
は
裏

付
け
の
た
め
に
、
交
通
事
故
な
ど

発
生
し
て
い
た
場
合
、
警
察
に
確

認
し
た
り
、
領
収
書
の
出
所
ま
で

か
な
り
細
か
く
調
べ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
日
々
の
会
計
を
気
を
付

け
て
処
理
を
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
他
に
定
期
同
額
給
与
に
つ

い
て
も
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

基
本
は
決
算
�
ヶ
月
以
内
に
株

主
総
会
に
よ
る
定
期
給
与
の
改
定

は
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
は
役

職
の
変
更
や
、
合
併
な
ど
の
職
制

上
の
地
位
の
変
更
や
職
務
内
容
の

重
大
な
変
更
、
著
し
い
経
営
状
況

の
悪
化
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
さ
な
い
限
り
は
定
期
給
与
を
上

げ
る
こ
と
も
下
げ
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
も
し
安
易
に
臨
時
株
主
総

会
で
変
更
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の

年
の
役
員
給
与
は
全
て
否
認
さ
れ

て
し
ま
う
。

税
法
は
そ
の
都
度
改
正
も
あ
り

判
断
が
難
し
い
所
も
あ
る
の
で
、

税
理
士
の
方
々
や
、
税
務
署
に
相

談
し
、
正
し
い
税
知
識
を
元
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

講
演
後
は
別
会
場
に
て
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
�
部
会
そ
れ
ぞ
れ
交

流
を
は
か
り
終
了
し
た
。

▼
か
ん
こ
ど
り

と
い
え
ば
暇
な

店
を
揶
揄
す
る

閑
古
鳥
し
か
思

い
浮
か
ば
な
か

っ
た
が
、
先
日
あ
る
記
事
で
諌
鼓

鶏
と
い
う
文
字
を
見
つ
け
た
。

▼
古
代
中
国
で
、
天
子
が
門
前
に

太
鼓
を
置
き
﹁
自
分
の
施
政
に
誤

り
が
あ
る
場
合
に
は
叩
い
て
知
ら

せ
よ
﹂
と
、
民
に
お
触
れ
を
出
し

た
と
い
う
。
さ
れ
ど
も
、
善
政
を

行
っ
た
の
で
民
の
不
満
も
な
く
、

そ
の
諌
め
の
太
鼓
︵
諌
鼓
︶
は
叩

か
れ
る
こ
と
な
く
長
年
の
間
に
苔

む
し
、
鶏
の
格
好
の
遊
び
場
と
な

っ
た
。
そ
こ
か
ら
諌
鼓
鶏
は
善
政

が
行
わ
れ
天
下
泰
平
で
あ
る
こ
と

の
象
徴
と
な
り
、
日
本
に
お
い
て

も
江
戸
時
代
に
は
そ
れ
を
か
た
ど

っ
た
品
物
が
藩
主
に
贈
ら
れ
た
り

現
在
で
も
各
地
の
祭
り
の
飾
り
に

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

▼
苔
が
生
え
る
間
も
な
く
、
次
々

と
変
わ
っ
て
し
ま
う
我
が
国
の
総

理
に
は
望
む
べ
く
も
な
い
が
、
閑

古
鳥
の
鳴
い
て
い
る
業
界
が
多
い

今
の
日
本
に
も
、
諌
鼓
鶏
が
遊
ぶ

時
代
が
訪
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願

っ
て
い
る
。

(和
)
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申告・納税はe-Taxで�

い
た
。

税
務
調
査
は
、
会
社
、
税
理
士
、

そ
し
て
調
査
官
に
と
っ
て
も
緊
張

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
調

査
が
行
わ
れ
る
要
件
は
国
税
通
則

興味深いお話

昨
年
に
引
き
続
き
�
月
�
日
㈮

～


日
㈯
に
わ
た
り
、
女
性
部
会
、

税
務
研
究
部
会
、
源
泉
部
会
の
�

部
会
合
同
一
泊
研
修
会
が
、
箱
根

湯
本

吉
池
旅
館
に
お
い
て

名
29

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

本
部
か
ら
も
松
本
会
長
が
出
席

し
、
研
修
会
は
、
東
京
税
理
士
会

江
東
東
支
部
長
の
矢
部

輝
先
生

を
講
師
に
迎
え
﹁
税
務
調
査
こ
ぼ

れ
話
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

第
�

回

三
部
会
合
同
一
泊
研
修
会

講
演

﹁
税
務
調
査
こ
ぼ
れ
話
﹂

野地副会長

当
会
副
会
長
の
野
地
英
子
氏
が

月
�
日
に
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京

11に
お
い
て
、
東
京
国
税
局
長
納
税

表
彰
を
受
彰
さ
れ
た
。

江
東
東
税
務
署
管
内
で
は
、
同

表
彰
の
女
性
受
彰
者
は
初
め
て
。

野
地
氏
は
、
昭
和

年
に
青
年

49

部
会
幹
事
に
就
任
さ
れ
、
以
降
、

平
成
�
年
に
全
国
初
の
女
性
青
年

部
会
長
就
任
と
と
も
に
本
部
理
事

に
就
任
、
平
成

年
に
常
任
理
事
、

13

平
成

年
に
は
総
務
委
員
長
、
女

17

性
部
会
長
に
。
平
成

年
に
は
副

23

会
長
に
就
任
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
る
が
、
永
き
に
わ
た
り
法
人
会

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

今
回
の
受
彰
と
な
っ
た
も
の
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

矢部講師

野
地
英
子
副
会
長
が

東
京
国
税
局
長
納
税
表
彰
を
受
彰
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法人会は税知識の普及に努めています



香
取
神
社
か
ら
天
祖
神
社
へ

亀
戸
三
丁
目

下
町
亀
戸
界
隈
を
皆
さ
ん
と
共

に
、
次
の
コ
ー
ス
を
散
歩
し
ま
し

ょ
う
。

亀
戸
駅

�
分

-
-
-
-
-

�
�
�
ｍ

香
取
神
社

�
分

-
-
-
-
-

�
�
�
ｍ

北

十
間
川

�
分

-
-
-
-
-

�
�
�
ｍ

臥
竜
梅
跡

�
分

-
-
-
-
-

�
�
ｍ

祐

天
堂

�
分

-
-
-
-
-

�
�
�
ｍ

天
祖
神
社

	
分

-
-
-
-
-



�
�
ｍ

横
十

間
川

�
分

-
-
-
-
-

�
�
�
ｍ

萩
寺

�
分

-
-
-
-
-

�
�
�
ｍ

亀
戸
花
街

�
分

-
-
-
-
-

�
�
�
ｍ

光
明
寺

�
分

-
-
-
-
-

�
�
�
ｍ

亀
戸
天
神
社

�
分

-
-
-
-
-

�
�
�
ｍ

普
門
院
︵
終
点
︶

●

亀
戸
香
取
神
社
あ
た
り

亀
戸
駅
ビ
ル
を
出
て
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
を
わ
た
る
と
赤
レ
ン
ガ
の

歩
道
が
明
治
通
り
。
駅
前
か
ら
亀

戸
�
丁
目
交
差
点
ま
で
を
通
称
亀
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

域
冠
水
︶
で
梅
は
枯
死
、
あ
た
ら

名
園
も
廃
園
と
な
っ
た
。

●

祐
天
堂
︵
祐
天
筆
名
号
碑
︶

境
橋
交
差
点
に
出
た
ら
右
角
地

に
高
さ
�
ｍ
ほ
ど
の
祠
が
あ
る
。

祐
天
堂
と
呼
ば
れ
享
保
�
年
︵
一

七
一
八
︶
の
建
立
。
浄
土
宗
の
名

僧
で
芝
僧
上
寺
第

世
住
職
、
祐

36

天
上
人
が
行
脚
途
次
当
地
で
水
死

人
に
出
逢
い
、
そ
の
霊
を
弔
っ
た

遺
徳
を
慕
っ
て
建
て
た
よ
し
。
上

人
の
筆
跡
﹁
南
無
阿
弥
陀
仏
﹂
と

ほ
っ
た
碑
が
堂
中
に
あ
り
。
解
読

不
明
。
更
に
柳
島
に
向
い
左
側
杉

山
材
木
店
先
を
左
へ
曲
が
る
。

●

天
祖
神
社
︵
砂
原
神
明
︶

朱
塗
り
の
神
明
づ
く
り
の
鉄
骨

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
立
派
な
社

殿
で
あ
る
。
昭
和
�
年
建
立
で
東

京
で
最
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く

り
の
神
社
で
す
。︵
注
：

昭
和
60

年
当
時
の
原
文
で
掲
載
︶
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戸
十
三
間
通
り
と
よ
び
、
こ
こ
は

江
東
区
有
数
の
賑
わ
い
で
傘
い
ら

ず
の
商
店
街
。
ナ
ウ
イ
店
頭
を
見

な
が
ら
行
け
ば
苦
も
な
く
�
丁
目

交
差
点
に
つ
く
。
左
側
の
角
が
名

代
い
り
豆
の
但
元
。
交
差
点
を
わ

た
り
蔵
前
橋
通
り
を
左
折
し
て
、

石
の
大
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
門
前
町

香
取
大
門
会
商
店
街
。
店
先
い
っ

ぱ
い
に
商
店
を
並
べ
呼
び
声
も
賑

や
か
な
商
店
街
を
真
直
ぐ
進
む
と

香
取
神
社
。
正
面
の
神
殿
右
手
に

二
つ
の
祠
あ
り
。
お
稲
荷
さ
ん
と

亀
戸
七
福
神
の
恵
比
須
と
大
黒
天

が
ペ
ア
で
鎮
座
し
て
い
る
。

参
詣
し
て
神
社
を
右
手
に
出
る

と
明
治
通
り
。
左
折
す
る
と
福
神

橋
。
下
に
流
れ
る
川
は
北
十
間
川

福
神
橋
手
前
を
左
へ
浅
草
通
り
を

川
沿
い
に
進
む
。
対
岸
の
マ
ン
モ

ス
工
場
は
花
王
石
鹸
。
行
手
歩
道

の
植
込
み
の
中
に
半
分
隠
れ
た
臥

竜
梅
跡
の
石
碑
が
あ
る
。
江
戸
初

期
に
地
主
安
藤
喜
右
衛
門
が
、
梅

林
を
つ
く
り
梅
屋
敷
ま
た
は
清
香

庵
と
称
し
て
江
戸
市
民
観
梅
の
観

光
行
楽
地
で
あ
っ
た
。
水
戸
黄
門

が
名
付
け
た
庭
中
の
梅
﹁
臥
竜
梅
﹂

は
名
木
で
、
明
治

年
大
雨
に
よ

43

る
洪
水
︵
亀
戸
・
大
島
・
砂
町
全

現在の香取神社

催
し
物
の
ご
案
内

お
問
合
せ
先

法
人
会
事
務
局

☎

︵
�

�

�

�

︶
�

�

�

�

わがまち
城東
その 4

連載

現在の天祖神社

錯錯

索
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯

新
春
講
演
会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会

日

時

平
成

年
�
月

日
㈭

25

24

会

場

ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

会

費

�
、
�
�
�
円
︵
※
講
演
の
み
参
加
は
無
料
︶

第
�
部

新
春
講
演
会
︵

時
～

時

分
︶

16

17

30

・
演
題

頭
の
働
き
を
も
っ
と
よ
く
す
る
た
め
の
食
事
法
入
門

～
そ
の
秘
密
は
古
代
食
に
あ
る
～

・
講
師

食
文
化
史
研
究
家

永
山

久
夫

氏

︹
講
師
略
歴
︺

�
	
�
�
年
福
島
県
生
ま
れ
。
古
代
か
ら
明
治
時

代
ま
で
の
食
事
復
元
研
究
の
第
一
人
者
。
長
寿
食
や
健
脳
食
の
研

究
者
で
あ
り
、
長
寿
村
の
食
生
活
を
長
年
に
わ
た
り
研
究
し
て
い
る
。

新
聞
の
連
載
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
も
多
く
、
講

演
で
は
古
代
食
や
長
寿
食
、
情
報
化
時
代
の
頭
脳
食
な
ど
の
テ
ー

マ
で
理
解
し
や
す
く
、
し
か
も
愉
快
な
語
り
口
で
笑
い
が
絶
え
な
い
。

第
�
部

新
年
賀
詞
交
歓
会
︵

時

分
～

時
︶

17

45

19

錯錯

索
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯

簿
記
講
習
会
︵
日
商
簿
記
検
定
�

級
程
度
︶

日

時

平
成

年

月

日
㈪
～
平
成

年
�
月

日
㈬

24

11

19

25

23

全

回

毎
週

月
・
木
︵
最
終
日
の
み
水
曜
︶

時
～

時

15

18

20

講

師

税
理
士

奥
野

真
理

氏

会

場

法
人
会
館
�
階

受
講
料

会
員
�
�
、
�
�
�
円

非
会
員
�


、
�
�
�
円

︵

回
分
・
テ
キ
ス
ト
代
込
み
︶

15

※
日
程
詳
細
は
、
行
事
予
定
、
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

咲崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎

咲

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎

崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎

咲

崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎咲
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︿
東
京
版
﹀
環
境
減
税

次
世
代
自
動
車
の
導
入
促
進
税
制

・
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の

課
税
免
除

都
で
は
、
低
炭
素
型
都
市
の
実

現
に
向
け
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い

次
世
代
自
動
車
の
取
得
を
税
制
面

か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

・
対
象
車

①

電
気
自
動
車

②

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
自
動
車

※
た
だ
し
、
平
成

年
度
か
ら

21

25

年
度
の
間
に
新
車
新
規
登
録
さ

れ
た
も
の
に
限
る
。

・
免
除
額
等

自
動
車
税

新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
年
度

及
び
翌
年
度
か
ら
�
年
度
分
。
↓

全
額
を
免
除

自
動
車
取
得
税

平
成

年
度
か
ら

年
度
ま
で

21

25

の
間
の
取
得
↓
全
額
を
免
除

お
問
合
わ
せ
先

主
税
局
課
税
部
自
動
車
税
係

�
�
︵
�
�
�
�
︶
�
�
�
�

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

当
会
は
本
年
�
月
に
公
益
社
団

法
人
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
も
従
来
の
会
員
向
け

情
報
に
加
え
、
広
く
一
般
の
方
に

も
お
役
に
立
つ
情
報
を
発
信
し
て

お
り
ま
す
。

江
東
東
法
人
会
で
開
催
す
る
研

修
会
や
講
演
会
の
ご
案
内
及
び
参

加
申
込
書
も
デ
ー
タ
と
し
て
取
り

出
せ
る
様
に
な
っ
て
お
り
、︻
行

事
予
定
︼
の
ペ
ー
ジ
も
﹁
法
人
会

ニ
ュ
ー
ス

江
東
ひ
が
し
﹂︵
本
誌
︶

と
連
携
し
て
お
り
、
講
演
会
や
研

修
会
の
詳
細
内
容
や
参
加
申
込
書

︵
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
︶
が
ク
リ
ッ
ク

す
る
だ
け
で
取
り
出
せ
ま
す
。

最
近
は
税
の
勉
強
会
以
外
に
も

一
般
の
方
も
参
加
し
や
す
い
健
康

に
関
わ
る
講
演
会
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
も
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
こ
れ
ら

内
容
の
最
新
情
報
を
随
時
更
新
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。又

、
ご
意
見
、
ご
要
望
は
メ
ー

ル
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

in
fo
@
k
o
to
-h
ig
a
sh
i-h
.o
r.jp
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沿
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沿

沿
沿

沿
沿

沿
沿

沿
沿

沿
沿

沿
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◀行 事 予 定▶
11月
�日㈮ 亀戸西�支部・亀戸東�支部合同研修会 午 後 � 時 亀戸西地区集会場

�日㈬ 源泉部会研修会

内容 年末調整のしかた

講師 江東東税務署担当官

午前の部 10時〜
午後の部 �時30分〜

法 人 会 館

�日㈭ 無料記帳相談 午 前 10 時 法 人 会 館

12日㈪ 税を考える週間記念講演会・会員大会

内容 地域社会とのつながりについて

講師 佐藤秋広 江東東税務署長

午 後 � 時 亀 戸 天 神 社

13日㈫ 納税表彰式 午 後 � 時 カメリアプラザ

ホ ー ル

16日㈮ 年末調整説明会

内容 年末調整のしかた

講師 江東東税務署担当官

午前の部 10時〜
午後の部 �時45分〜

カメリアプラザ

ホ ー ル

19日㈪ 亀戸第�支部研修会 午 後 � 時 亀戸北地区集会所

19日㈪ 簿記講習会 開始 以降22日(木)〜�月23日(水)
毎週 月・木(最終日のみ水曜日) 全15回

午 後 � 時 法 人 会 館

21日㈬ 新設法人説明会 午 後 � 時 法 人 会 館

26日㈪ 亀戸西�支部・東�支部合同研修会 午 後 � 時 亀戸西�町会会館

12月
	日㈬ 無料記帳相談 午 前 10 時 法 人 会 館

	日㈬ 税務研究部会研修会

内容・講師ともに未定

午 後 � 時 法 人 会 館

�日㈭ 決算法人説明会 午 後 � 時 法 人 会 館

�日㈮ 理事会 午 後 � 時 亀戸天神社参集殿

12日㈬ 女性部会研修会 午 後 	 時 亀戸天神社参集殿

�月

16日㈬ 決算法人説明会 午 後 � 時 法 人 会 館

18日㈮ 源泉部会研修会 内容・講師ともに未定 午 後 � 時 法 人 会 館

24日㈭ 新春講演会・新年賀詞交歓会 午 後 � 時 アンフェリシオン

◎内容・講師が未定となっている各部会の研修会は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページをご

覧になって下さい。

◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは次まで。 ☎3684-2303
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管内法人数 4,815社 法人会員数 2,090社 加入率 43.40％（平成24年�月30日現在)

／／ ／バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／
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